
や
っ
ぱ
り
夏
は

　
　
　
ラ
ム
ネ
早
飲
み

あ
さ
ぎ
り

9
月
号



Ｖ
奪
回
!!
２
年
ぶ
り
３
度
目
の

総
合
優
勝
に
輝
く
！

第
56
回
球
磨
郡
民
体
育
祭

５
月
29
日
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
皮
切
り
に
、
球
磨
郡
一
円
で
開
催
さ
れ
た
郡
民
体
育
祭
で
は
、
団
体
で
女
子
バ
レ
ー
、
男
子
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
、
水
泳
、
四
半
的
弓
道
で
４
連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
軟
式
野
球
、
柔
道
、
テ
ニ
ス
、
男
女
ゴ
ル
フ
、
男
子

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
相
撲
で
優
勝
す
る
な
ど
他
競
技
で
も
活
躍
し
、
見
事
２
年
ぶ
り
の
総
合
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。
な
お
、
７

月
23
日
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
陸
上
競
技
は
、
大
雨
の
た
め
中
止
さ
れ
ま
し
た
。

郡
民
体
育
祭
で
上
位
に
入
賞
さ
れ
た
方
々
は
９
月
16
・
17
日
に
上
益
城
郡
一
円
で
行
わ
れ
る
県
民
体
育
祭
に
出
場
さ
れ
ま
す
。

選
手
の
皆
さ
ん
、
お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
。
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。（
※
敬
称
略
）

☆
軟
式
野
球

優
勝

☆
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

男
子
　
２
位
・
女
子
　
３
位

☆
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

男
子
　
２
位
・
女
子
　
優
勝

☆
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

男
子
　
優
勝
・
女
子
　
３
位

☆
サ
ッ
カ
ー
　
　
２
位

☆
柔
道
　
　
優
勝

☆
弓
道

【
団
体
】

２
位

【
個
人
】

２
位
　
別
府
重
幸

☆
四
半
的
弓
道

【
団
体
】

優
勝

【
個
人
】

１
位
　
田
中
芳
典

☆
ゴ
ル
フ

男
子
　
　
優
勝

シ
ニ
ア
　
３
位

グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
　
３
位

女
子
　
　
　
　
　
優
勝

☆
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

【
団
体
】
男
子
　
３
位

女
子
　
３
位

【
個
人
】

男
子
　
２
位
　
折
戸
刈
穂

☆
ク
レ
ー
射
撃
　
　
３
位

☆
相
撲

【
団
体
】

優
勝

【
個
人
】

１
位
　
中
村
幸
二

☆
剣
道

【
個
人
】

◇
四
段
以
上

２
位
　
蓑
田
順
一
郎

◇
女
子

２
位
　
上
杉
夢
都
美

☆
空
手
道
　
　
３
位

☆
テ
ニ
ス
　
　
優
勝

☆
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

【
団
体
】

２
位

【
個
人
】

◇
壮
年

１
位
　
小
見
田
文
男
・

山
崎
隆
一
（
多
良
木
町
）

２
位
　
宮
原
　
明
・

日
根
野
敦
之
（
錦
町
）

◇
一
般
女
子

１
位
　
橋
本
真
理
子
・

皆
越
珠
美

２
位
　
江
里
冨
美
代
・

中
村
美
智
代
（
水
上
村
）

３
位
　
上
温
湯
由
紀
子
・

黒
木
玉
美
（
多
良
木
町
）

☆
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

【
団
体
】
男
子
　
優
勝
・
女
子
２
位

【
個
人
】

◇
男
子
29
才
以
下

２
位
　
樅
木
和
義
・

甲
斐
大
志
郎

◇
男
子
30
才
以
上

２
位
　
松
本
　
豊
・

山
本
巧
（
五
木
村
）

◇
男
子
40
才
以
上

１
位
　
恒
松
　
孝
・

笹
淵
和
則

３
位
　
森
下
　
明
・

竹
野
康
裕

◇
男
子
50
才
以
上

１
位
　
大
門
光
典
・

川
北
禎
一
（
錦
町
）

３
位
　
那
須
金
蔵
・

坂
口
秀
一

◇
男
子
60
才
以
上

３
位
　
井
上
隆
幸
・

広
瀬
勝
千
代



◇
女
子
30
才
以
上

１
位
　
森
下
眞
由
美
・

北
川
美
和

☆
卓
球

【
個
人
】

◇
男
子
40
才
代

３
位
　
小
谷
節
雄

◇
男
子
50
才
代

２
位
　
佐
竹
賀
考

◇
男
子
60
才
代

１
位
　
平
野
英
昭

３
位
　
牧
野
文
敏

◇
一
般
女
子

３
位
　
中
原
由
香
利

◇
女
子
50
才
代

２
位
　
浜
田
幸
子

◇
女
子
60
才
代

２
位
　
平
野
泰
子

☆
水
泳

【
団
体
】
優
勝

【
個
人
】

〈
男
子
〉

◇
25
才
未
満

●
50
ｍ
背
泳
　

３
位
　
西
　
貴
弘

●
50
ｍ
自
由
形
　

３
位
　
黒
田
一
幸

◇
25
才
以
上

●
25
ｍ
平
泳

１
位
　
免
田
英
郎

●
25
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

１
位
　
林
田
匡
史

●
25
ｍ
自
由
形

１
位
　
福
田
哲
朗

２
位
　
松
本
直
治

３
位
　
福
原
　
寿

●
50
ｍ
平
泳

１
位
　
免
田
英
郎

●
50
ｍ
自
由
形

２
位
　
福
原
　
寿

３
位
　
林
田
匡
史

◇
35
才
以
上

●
25
ｍ
平
泳

３
位
　
林
田
考
功

●
25
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

２
位
　
溝
口
久
志

３
位
　
田
原
幸
三

●
50
ｍ
平
泳

２
位
　
林
田
考
功

◇
45
才
以
上

●
25
ｍ
背
泳

２
位
　
田
中
正
広

●
25
ｍ
平
泳

１
位
　
緒
方
嘉
志
馬

●
25
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

１
位
　
鮒
田
宗
二

●
50
ｍ
平
泳

１
位
　
緒
方
嘉
志
馬

●
50
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

１
位
　
鮒
田
宗
二

◇
55
才
以
上

●
25
ｍ
背
泳

１
位
　
福
田
　
功

●
25
ｍ
平
泳

１
位
　
愛
甲
賢
一

３
位
　
桑
原
国
昭

●
25
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

３
位
　
愛
甲
利
孝

●
25
ｍ
自
由
形

２
位
　
星
原
岩
夫

３
位
　
桑
原
国
昭

●
50
ｍ
背
泳

１
位
　
土
屋
森
人

●
50
ｍ
平
泳

１
位
　
愛
甲
賢
一

●
50
ｍ
自
由
形

２
位
　
愛
甲
利
孝

◇
65
才
以
上

●
25
ｍ
背
泳

１
位
　
吉
川
良
久

●
25
ｍ
平
泳

１
位
　
牧
野
文
俊

●
25
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

１
位
　
吉
川
良
久

●
25
ｍ
自
由
形

２
位
　
田
山
耕
一

●
50
ｍ
平
泳

１
位
　
松
本
建
一
郎

●
50
ｍ
自
由
形

１
位
　
牧
野
文
俊

◇
リ
レ
ー

●
25
才
未
満
１
０
０
ｍ

メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
　
３
位

●
35
才
以
上
１
０
０
ｍ

メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
　
２
位

●
45
才
以
上
１
０
０
ｍ

メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
　
１
位

●
55
才
以
上
１
０
０
ｍ

メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
　
１
位

●
65
才
以
上
１
０
０
ｍ

メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
　
１
位

●
25
才
未
満
２
０
０
ｍ

リ
レ
ー
　
３
位

●
25
才
以
上
２
０
０
ｍ

リ
レ
ー
　
２
位

●
45
才
以
上
２
０
０
ｍ

リ
レ
ー
　
３
位

●
55
才
以
上
２
０
０
ｍ

リ
レ
ー
　
１
位

●
65
才
以
上
２
０
０
ｍ

リ
レ
ー
　
１
位

〈
女
子
〉

◇
25
才
未
満

●
25
ｍ
自
由
形

２
位
　
別
府
琴
美

●
50
ｍ
自
由
形

２
位
　
別
府
琴
美

◇
25
才
以
上

●
25
ｍ
背
泳

２
位
　
前
原
里
美

３
位
　
迫
田
直
美

●
25
ｍ
平
泳

１
位
　
小
山
え
み

２
位
　
伊
藤
真
理
子

３
位
　
桜
井
真
美

●
25
ｍ
自
由
形

２
位
　
桜
井
真
美

●
50
ｍ
背
泳

１
位
　
前
原
里
美

●
50
ｍ
平
泳

２
位
　
伊
藤
真
理
子

◇
35
才
以
上

●
50
ｍ
自
由
形

３
位
　
酒
井
弘
子

◇
45
才
以
上

●
25
ｍ
自
由
形

１
位
　
蓑
毛
千
鶴

●
50
ｍ
自
由
形

３
位
　
蓑
毛
千
鶴

◇
55
才
以
上

●
25
ｍ
自
由
形

３
位
　
坂
本
サ
エ
子

●
50
ｍ
自
由
形

３
位
　
坂
本
サ
エ
子

◇
65
才
以
上

●
25
ｍ
自
由
形

１
位
　
田
原
幸
子

●
50
ｍ
自
由
形

２
位
　
田
原
幸
子

◇
リ
レ
ー

●
25
才
以
上
１
０
０
ｍ

メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
　
２
位

●
25
才
以
上
２
０
０
ｍ

リ
レ
ー
　
３
位

●
45
才
以
上
２
０
０
ｍ

リ
レ
ー
　
１
位
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（
敬
称
略
）

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
者

馬
　
術

南
稜
高
校
　
２
年

藤
本
真
斗
（
吉
井
）

馬
　
術

南
稜
高
校
　
２
年

西
倫
太
朗
（
屯
所
）

カ
ヌ
ー

球
磨
工
業
高
校
　
３
年

小
畑
拓
也
（
明
廿
）

カ
ヌ
ー

球
磨
工
業
高
校
　
３
年

那
須
沙
結
利
（
下
里
）

カ
ヌ
ー

球
磨
工
業
高
校
　
３
年

西
村
友
香
理
（
永
岡
）

カ
ヌ
ー

球
磨
工
業
高
校
　
３
年

江
里
　
渉
（
黒
田
）

カ
ヌ
ー

球
磨
工
業
高
校
　
３
年

中
原
大
志
（
永
岡
）

陸
　
上

信
愛
女
学
院
　
３
年

稲
員
　
悠
　
（
開
墾
）

陸
　
上

人
吉
高
校
　
３
年

西
　
俊
也
（
下
西
）

弓
　
道

人
吉
高
校
　
２
年

田
代
　
晃
（
永
岡
）

☆陸上競技

【男子】

○２年１００ｍ

３位　田安紘朋（免田中）

○３年１００ｍ

１位　佐々木　洸（上中）

○共通２００ｍ

１位　佐々木　洸（上中）

○共通４００ｍ

３位　椎葉明光（免田中）

○共通８００ｍ

２位　桑原大樹（岡原中）

○１年１５００ｍ

１位　川野　亮（免田中）

３位　上村雅知（深田中）

○３年１５００ｍ

１位　橋本康平（上中）

○低学年１００ｍハードル

２位　宮原寛明（上中）

○走り高跳び

１位　新堀一樹（上中）

○走り幅跳び

１位　窪田圭志（岡原中）

○砲丸投げ

１位　溝口大将（上中）

３位　渕田耀司（岡原中）

○共通４００ｍリレー

３位　上中

夏季陸上

砲丸投げ（上中）

野球（岡原中）

【女子】

○１年１００ｍ

３位　椎葉水萌（上中）

○３年１００ｍ

１位　森　紀子（上中）

○共通２００ｍ

１位　唐津杏奈（岡原中）

３位　西あゆみ（免田中）

○１年８００ｍ

１位　吉鶴美咲（岡原中）

○２年８００ｍ

３位　福本朱里（上中）

○３年８００ｍ

１位　森口佳央里（上中）

２位　宮崎成美（上中）

３位　尾方麻樹（免田中）

○走り幅跳び

３位　此垣内菜奈（岡原中）

○低学年４００ｍリレー

１位　上中

○共通４００ｍリレー

２位　上中

３位　岡原中

全
国
大
会
出
場 

お
め
で
と
う 

ご
ざ
い
ま
す
!!
 

全
国
大
会
出
場 

お
め
で
と
う 

ご
ざ
い
ま
す
!!
 

が優勝
平成18年度

球磨人吉中体連大会
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６月18日から７月２日にかけて平成18年度球磨人吉中体連大会が開
催されました。団体では男子バレーボールで上中学校、女子ソフトテ
ニスでは免田中学校が優勝し、男子柔道で免田中学校が準優勝を飾り
ました。また、陸上競技でも町内中学校が好成績を収めました。
熱戦の結果は次のとおりです。 （敬称略）

【団体の部】

☆サッカー　　　　　　　　３位　免田中

☆ソフトテニス　【男子】 ３位　上中　【女子】 １位　免田中

☆バレーボール　【男子】 １位　上中　３位　岡原中

☆柔道　　　　　【男子】 ２位　免田中

【個人】

☆ソフトテニス　【女子】 ３位　橋口史佳・尾方栞　（免田中）

☆柔道　【男子６０ｋ級】 １位　十津川郷士（免田中）

【女子４４ｋ級】 ２位　水長奈々絵（免田中）

３位　平川夏波（免田中）

【女子６３ｋ級】 ２位　野添真理（深田中）

【女子７０ｋ級】 ２位　白柿美乃梨（免田中）

☆水泳　個人

【女子】

○代表女子１００ｍバタフライ

１位　林田会未利（須恵中）

○代表女子５０ｍバタフライ

３位　林田会未利（須恵中）

○代表女子１００ｍ平泳

３位　武田実咲希（免田中）

○代表女子２００ｍ平泳

３位　亀山愛美（免田中）

第
49
回
小
・
中
学
生
全
国
空
手
道

選
手
権
（
香
川
）

上
中
学
校
　
１
年
　
跡
部
憂
織
（
永
山
）

第
33
回
全
国
中
学
校
陸
上
選
手
権

上
中
学
校
　
３
年
　
８
０
０
ｍ

森
口
佳
央
里
（
柳
別
府
）

上
中
学
校
　
３
年
　
１
０
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル

佐
々
木
　
洸
（
皆
越
）

第
40
回
全
日
本
リ
ト
ル
リ
ー
グ

野
球
選
手
権

須
恵
中
学
校
　
１
年
　
橋
口
雄
磨（
覚
井
）

（
熊
本
大
津
リ
ト
ル
）

野球（上中ＶＳ深田中）

女子バレー（上中）

卓球（須恵中）

森口さん佐々木さん

男子バレーボールで上中、
女子ソフトテニスで免田中



6広報あさぎり

仲
間
と
指
導
者
と
一
緒
に

思
い
っ
き
り
楽
し
く
運
動
を

ク
ラ
ブ
の
活
動
を
通
し
て
、
誰

も
が
、
い
つ
で
も
、
楽
し
く
ス
ポ

ー
ツ
が
で
き
る
環
境
を
つ
く
り
、

健
康
・
体
力
づ
く
り
と
競
技
力
の

向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
人

吉
球
磨
地
域
で
は
初
と
な
る
総
合

型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
ふ
れ

あ
い
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
あ
さ
ぎ

り
」
の
設
立
総
会
が
、
７
月
30
日

深
田
高
山
総
合
体
育
館
に
お
い
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
開
会
の
後
福
屋

賢
二
設
立
準
備
委
員
会
会
長
か
ら

「
会
員
が
主
役
の
ク
ラ
ブ
。
仲
間

を
増
や
し
な
が
ら
ク
ラ
ブ
の
活
発

な
活
動
を
す
す
め
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

設
立
を
記
念
し
て
の
講
演
会
で

は
、
講
師
に
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
で

お
な
じ
み
の
大
田
黒
浩
一
氏
を
招

い
て
「
健
康
と
ス
ポ
ー
ツ
」
と
題

し
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
大
田
黒

氏
は
ス
ポ
ー
ツ
と
の
出
会
い
や
波

瀾
万
丈
？
な
馴
れ
初
め
、
可
愛
い

女
の
子
に
つ
ら
れ
て
始
め
た
ア
イ

ス
ス
ケ
ー
ト
や
ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ

ン
に
出
場
す
る
い
き
さ
つ
な
ど
が

お
も
し
ろ
お
か
し
く
話
さ
れ
、

「
健
康
と
は
日
々
の
栄
養
、
休
息
、

適
度
な
運
動
か
ら
し
か
な
り
た
た

な
い
。
仲
間
・
指
導
者
・
設
備

（
場
所
）
が
そ
ろ
う
と
カ
ー
ン
と

伸
び
る
。
そ
の
条
件
が
そ
ろ
っ
た

ク
ラ
ブ
で
、
思
い
っ
き
り
楽
し
ん

で
運
動
し
て
も
ら
い
た
い
と
思

う
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

続
く
総
会
で
は
、
加
賀
山
武
さ

ん
（
寺
池
）
を
議
長
に
選
出
し
、

予
算
、
事
業
計
画
、
規
約
の
各
議

案
が
承
認
さ
れ
、
初
代
会
長
に
福

屋
賢
二
さ
ん
（
斉
堂
）
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
総
会
終
了
後
は
設
立
総

会
記
念
「
キ
ン
ボ
ー
ル
大
会
」
が

行
わ
れ
、
参
加
者
た
ち
は
慣
れ
な

い
大
き
な
キ
ン
ボ
ー
ル
に
振
り
回

さ
れ
、
楽
し
く
体
を
動
か
し
て
い

ま
し
た
。

ク
ラ
ブ
で
は
、
今
後
も
会
員
を

募
集
し
て
い
き
ま
す
。
個
人
の
目

的
に
応
じ
て
参
加
で
き
ま
す
の

で
、入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

あ
さ
ぎ
り
町

教
育
委
員
会
　
社
会
教
育
班

蕁
４
５
―
７
２
２
８

６月25日、ＫＫウイングにおいて開催された日清食品カップ第
22回全国小学生陸上競技交流会熊本県予選で、岡原小学校６年豊
永僚太くん（竹野）が、男子走り高跳びに初出場され、見事優勝、
全国大会へのキップを手にしました。
豊永君は昨年からあさぎり陸上クラブに入部し、走り高跳びを

始めたのは今年５月から。それまで短距離の練習をしていました。
本格的な走り高跳びの練習を始めてわずか２ヶ月弱で県内１位を
獲得しました。大会３日前には38度以上の高熱がで、万全のコン
ディションとはいきませんでしたが、「緊張せずに跳べた」との
こと。「目標は130㎝以上をクリアすること。日頃の練習を頑張り
たい」と恥ずかしそうに語ってくれました。全国大会は８月25日
に東京都で開催されます。
また、同大会で上小学校６年大手敬史くんも男子80ｍハードル

で見事２位に入賞されました。

豊永僚太君走り高跳びで全国大会出場

仲
間
と
指
導
者
と
一
緒
に

思
い
っ
き
り
楽
し
く
運
動
を

ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
あ
さ
ぎ
り
設
立
総
会

違うチームなのに思わず手が出ちゃうキンボール

講演を行う大田黒さん



１万人で賑わう １万人で賑わう １万人で賑わう 

ナイスアピールの部優勝の 
栄建設アンパンマン号 

イカダ下りコンテスト 

人吉球磨の特産品を狙う オチャッカ帝国から 守っていただきました 

急流戦隊JINクマレンジャーショー 

ヘアースタイル
が 

決まってるぅ～
 

清水保育園児に
よる和太鼓演奏

 

「ＳＡＫＵ
ＲＡ組」に

よる 

活きのいい
ダンス 

ダンスバト
ル 

キレイでしたねぇ～ 

花　火 

第３回あさぎり夏祭り 第３回あさぎり夏祭り 

7 広報あさぎり

８月６日向町河川公園において、あさぎり町商工会を中心とした各種団体で構成する実行委員会
（中村照会長）による第３回あさぎり夏祭りが開催されました。
午後１時から高校生バンドによるロックバトルが繰り広げられ、４時からの開会セレモニーの後は

岡原・免田中学校によるブラスバンド演奏、続く園児発表では岡原、須恵保育所、清水、吉井、専立
寺、まこと保育園がかわいらしい踊りなどを披露してくれました。恒例となったキャラクターショー
では地元で活躍しているＪＩＮクマレンジャーが登場。オチャッカ帝国の魔の手から夏祭りを守って
くれました。また、ビール・ラムネの早飲み大会や一期一会による和太鼓演奏、キャラバンによるバ
ンド演奏など多彩な催しがありました。ダンスバトルでは10団体が激しく楽しく独創的なダンスを披
露。大抽選会では豪華賞品がずらりと並び、会場は超満員状態に。ステージ外では魚釣り大会や魚つ
かみどりが行われ、恒例のイカダ下り大会では17団体が参加し、イカダコンテストの部では橋爪建設
のゲド戦記号が、ナイスアピールの部では栄建設のアンパンマン号がそれぞれ優勝を果たしました。
祭りのフィナーレを飾った花火大会では、約600発の花火が夏の夜空を彩り、祭りの幕を閉じました。



まちの話題
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「あさぎり町ふるさと会」
として第１回総会・懇親会
を開催

関東圏域ふるさと会設立総会

関東圏域のあさぎり町出身者等で組織する「あさ

ぎり町ふるさと会」設立総会が７月２日、東京都内

のホテルで開催されました。150名を超える会員が出

席して行われた第１回総会には、犬童町長、尾方町

議会議長や中部、関西のふるさと会からも代表役員

が出席。設立準備委員会の相良親男会長より「私たちの故郷が合併してから早や３年、当時旧町村には３

つのふるさと会があり、一緒になろうと代表有志は手弁当で準備検討を重ねてきた。また、アンケート調

査を行い様々な意見が出た中で、総会は隔年開催ということでお願いしたい。今日は短い時間ではあるが

焼酎を片手に懇親を深めてください。」とあいさつがありました。今回の関東圏域の発足により、昨年設

立された「中部会」、「関西会」と併せ、合併時に組織がなかった旧須恵村・旧深田村を加えた全体の組織

として設立されたことにより、三大都市圏にそれぞれ同郷の会が発足したことになります。

第２部の懇親会では、町の物産販売や地元の焼酎を堪能しながら久しぶりに逢った同級生や幼なじみと

の楽しい時間を過ごされました。

「３本締め」で再会を誓った設立総会

自然を愛する気持ちを
大切に一歩一歩前進を！
「白髪岳を守る山の会」

熊日緑のリボン賞受賞

熊本日日新聞社主催「第93回熊日緑のリ

ボン賞」を本町の「白髪岳を守る山の会

（豊永正紀会長、会員20名）」が受賞され、

７月15日に熊本日日新聞本社で贈呈式が行

われました。

この「緑のリボン賞」は昭和34年に創設

され、長年にわたり地域で地道な奉仕活動や美化活動などを続けている人たちをたたえるために創設

され、今回は４個人・４団体が受賞されました。同会は、白髪岳をはじめ、黒原山や高山など町内の

自然保護などを目的に、看板設置作業や清掃作業を行われており、昨年度末からは、熊本南部森林管

理所（旧営林署）と合同で、白髪岳のブナをはじめとする樹木の鹿被害防止ネット設置を行うなど環

境保全にも取り組まれています。

豊永会長は、「このような栄誉ある賞をいただき大変光栄なこと、今後も町内の豊かな自然が少しで

も多く未来の子供たちに残せるよう、微力ではあるがこつこつと会員一同活動を続けます」と話され

ていました。

受賞報告に来られた右端から蓑田事務局長と豊永会長
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竹灯籠の灯りで幻想的に
谷水薬師大祭

日本七薬師の一つ谷水薬師大祭が、７月23日開催されました。
土用の丑の日に開催される同祭りは、夕薬師とも呼ばれ、夕方
からの参拝客が多く訪れます。
昨年から谷水薬師保存会による竹灯籠での演出もあり、幻想

的な灯りが境内までの道を彩り、健康祈願に訪れた参拝客の足
下をやさしく照らしていました。
今年は土用の期間に２回丑の日があり、二の丑にあたる８月

４日にも大祭が行われ、この日も竹灯籠に灯りが灯されました。

雨に濡れないように屋根つきの工夫を
こらした竹灯籠でした

夏のアイスな
キャンドルづくり

親と子のキャンドル教室

「親と子のキャンドル教室」が７月２日、深田校区
公民館せきれい館において開かれました。午前・午後
の部の２回に分けて開催し、キャンドルクリエイター
の上村敏子さん（熊本市）を講師に、夏にちなんだ氷
を使ったアイスキャンドルを制作。参加された親子86
人は、青、オレンジ、白の涼しげなキャンドルを作り
「親と子の共同作業で特別な物ができてとても楽しかっ
た」と話されていました。

お母さんと一緒の工作　楽しいな螫

健康は最高にオシャレで
カッコイイ！

平成18年度あさぎり町健康教育講演会

町教育委員会主催による町内の５中学校の３年生
を対象とした薬物乱用防止教育に関する教育講演会
がＫＯＮＵＭＡ記念東京薬物乱用予防センターの原
田幸男所長を講師に迎え、７月14日ポッポー館で開
催されました。
約200名の生徒を前に原田氏は、「今、地球規模で

問題化しているのは、環境と健康。一番大切な物は
健康であり、健康は最高にオシャレでカッコイイ。いかに健康・環境にやさしい生き方をしていくか
考えよう。」などと力説。生徒の間に入り時には質問を交えた講演に、参加した生徒や教師は真剣に聞
き入っていました。
また、午後７時30分からは、町ＰＴＡ連絡協議会との共催で「薬物乱用の現状と対策」と題して保

護者を対象に講演会が開かれました。

中学校３年生を対象として開催された講演会
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中務サカさん100歳おめで
とうございます
あさぎり町で12人目となる中務サカさん（八幡町）

が100歳を迎えられ、７月４日、犬童町長から花束と祝
い金が手渡されました。
中務さんは現在老人保健施設サンライフみのりに入

所されています。明治39年７月２日に台湾でお生まれ
になり、アメリカでも数十年間暮らされ英語もペラペ
ラ。帰国後は上中学校などで教壇に立たれ免田小学校
を最後に退職されました。台湾で暮らされていた時は
「歌手のジュディ・オングさんのお母さんと友達だっ
た」と家族や職員に誇らしげに話されているそうです。

ご家族と共に

「温華之遙」・「ヘルシーランド」
に木製長いすを寄贈
このほど多良木ロータリークラブから社会奉仕活動の一

環として球磨工業高校伝統建築専攻科に製作を依頼した地
元産材を使った長いすが、温泉温華之遙

お か の は る

と薬師温泉ヘルシ
ーランドに寄贈されました。
７月７日、藤岡孝教前会長一行が両施設を訪れ、寄贈さ

れた長いすは両施設とも玄関口に置かれました。田原社会
福祉協議会事務局長は、「利用者の方々に喜ばれることで
しょう。大切に使わせていただきます。」と話されていました。

角も丸く削られ工夫されています

元Ｘ―JAPANボーカルの
Toshiさんが町内福祉施設を
慰問
元Ｘ―JAPANボーカルのToshiさんが７月３日、町内

の５福祉施設を慰問され、ギターやピアノでの弾き語り
で利用者の心を癒されていました。
Toshiさんは一世を風靡したハードロックバンドＸ―

JAPAN解散後、「詞旅～うたたび～」と銘打ち、全国各
地の施設などをボランティアで訪問されています。藤島教育長を通じて今回の慰問が実現され、翠光園、
つつじヶ丘学園、黒原荘、しらがね寮、鐘ヶ丘ホームを慰問したToshiさんは、Ｘ―JAPAN時代を振り返
り「髪を金髪にし、ロックスターの演技をしていた。本当の自分ではなく、自分を偽り心は苦しかった。
豊かさは素晴らしいが心の健康を得ないと何をやっても虚しい。この今の音楽に出会って救われた」と
話され、脚光をあびていた当時のハイトーンヴォイスはそのままの素晴らしい歌と演奏に利用者も聞き
入っていました。

しらがね寮での慰問の様子
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［監査請求の要旨］

町道皆越線の道路改良に関
し、現道路の拡張工事で済むの
を故意に新たな線形で道路を計
画することは不当な公金支出に
あたるので、適格に防止する措
置をとられるよう請求する。

［監査の経緯］

上記請求を受け、町担当部局より請求事項に係る資料等の提出を求
め、担当職員から説明を受けるとともに４月28日現地調査を行いまし
た。また、５月19日請求人からの意見陳述を求め、陳述内容に対する
調査を同月31日に実施し、慎重に検討を重ねました。

［請求を棄却とした理由］

今回の監査請求事項の内容は、町長の提案に基づき、法令や条例の
規定によって町の予算として町議会で議決されています。「首長が議
決された予算の内容に沿って事業を執行する限り、制限禁止を求める
ことが出来ない。」という裁判所の判例があり、このことが棄却とし
た主な理由です。このほか、請求や陳述内容でいくつかの疑問点が示
されましたが、それぞれ調査した結果は不当とは言えず、適切な方法
が選択されていると判断しました。特に、用地買収や家屋移転補償費
について故意に多額の支出を意図しているとの請求については、現道
路の拡張と新たな線形の概算工事費の内容を比較精査した結果、工事
の経済性及び安全性の面、また完成後の維持管理面で新たな線形を選択したことは適切な判断であったと
認めました。
以上、監査の結果を公表します。（一部省略）

平成18年６月12日告示　　あさぎり町監査委員

住
民
監
査
請
求
を
棄
却 

４
月
18
日
、
本
町
住
民
３
名
（
宮
原
信
一
氏
・
濱
田
武
保
氏
・
市
坪
謙
蔵
氏
）

か
ら
住
民
監
査
請
求
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
監
査
請
求
に
つ
い
て
、
監
査

委
員
で
監
査
を
行
っ
た
結
果
、「
本
件
の
請
求
を
棄
却
す
る
。」
こ
と
に
決
定
し
、

６
月
12
日
付
け
で
告
示
を
行
う
と
と
も
に
請
求
人
に
対
し
そ
の
旨
を
通
知
し
ま

し
た
の
で
公
表
し
ま
す
。
な
お
、
今
回
の
監
査
請
求
の
要
旨
、
監
査
の
経
緯
、

棄
却
と
し
た
理
由
の
概
要
は
次
の
通
り
で
す
。

「監査の結果を尊重し、効率的な事業を進める」 あさぎり町長　犬童卓一郎

今回の住民監査請求について、町監査委員には公平公正な立場から、町の計画を正しいとする判断をい
ただきましたこと、感謝を申し上げます。
住民監査請求とは、違法若しくは不当な公金支出等があった場合、またはそうなる恐れがある場合に、

監査委員に対し必要な措置を求めるという、地方自治法で住民に認められた権利であります。町政執行の
最高責任者として、真摯な態度で住民の意見や疑問にお答えすることは当然のことと認識をいたしており
ます。しかしながら、今回の住民監査請求は、ひとりの町議によってプロデュースされたもので、請求人
自身は十分な調査もなされないままの請求でありました。
町道皆越線整備事業は、国の補助事業として採択されている事業であり、合併以前の上村時代から継続

しているものであります。今日まで、道路線形については県との協議の上決定されてきており、今回の事
業箇所も地形、地質上工事費が膨らむことから、最小の経費で効果を挙げるには、家屋の買収、移転補償
をしたほうが財政面からも安くすむ線形を選択したものであります。請求人は、前段として、疑問点を担
当部局にお尋ねいただいていたら、今回の請求は無かったのではないでしょうか。その点、残念でありま
す。私は勿論ですが、職員に対しましても、各種事業についてお気兼ねなくお尋ねなり、ご意見なりをい
ただきますようお願い致します。
最後になりましたが、道路事業等では先祖伝来の大切な財産を提供いただく場合が数多くあります。こ

れまでのご協力に感謝を申し上げますと共に、今後とも住民の皆様のご理解をお願い致します。

監査委員による現地調査（６月31日）
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健康のページ 健康のページ 健康のページ 

９月 健康あさぎり塾へのご案内

活動的な85歳を目標に、地区を巡回して健康づくり・認知症
予防・転倒予防の講話や体操等を実施します。
対象は一般の方ですが、40代以降の方から役立ちます。

≪９月の健康あさぎり塾≫　　持ってくる物：健康手帳

１巡目（５～９月）の内容は、「貯筋体操、
健康１品料理」です。
２巡目（10～12月）は、「貯筋体操、介護
保険の改正について」を予定しています。
お問い合わせ先

あさぎり町　健康福祉課　保健指導班
（総合福祉センター２階）

蕁４５－５１３３

期　　日 午前　９：３０～１１：３０ 午後１：３０～３：３０
９月４日（月） 別府 別府公民分館
９月８日（金） 開懇
９月12日（火）
９月13日（水） 岡麓
９月14日（木）
９月15日（金）

貯筋体操の効果として 

Ｏ脚の改善、膝痛・腰痛の改善、
尿漏れや足の痺れ・カラス曲が
りの改善等、町民の方から報告
をいただいています。 

開懇公民分館 福留 福留公民分館
永岡 永岡公民分館

岡麓公民分館
覚井 りんどう館
屯所 屯所公民分館

９月19日（火） 阿蘇 諏訪原公民分館
９月21日（木） 寺池 竹原公民分館
９月22日（金） 古草城 城公民分館 明廿 向町公民分館
９月26日（火） 新 新公民分館 植の里 植深田公民分館
９月27日（水） 仁王 永峰公民分館
９月28日（木） 下里 せきれい館 内山 内山公民分館
９月29日（金） 庄屋 庄屋公民分館

時　　間：予約制
対 象 者：30歳以上
検診料金：1,200円
申し込み締め切り：９月５日（火）
※検診を希望される方で申し込みをされてい
ない方は、検査セットを渡ししますので右
記までおいでください。

お問い合わせ先 あさぎり町　健康福祉課
保健指導班（総合福祉センター２階）

蕁４５－５１３３

大腸がん検診（内視鏡検査）のお知らせ

期　日 午　前 午　後

９月11日（月） 岡原保健センター 上保健センター

９月12日（火） 免田保健センター
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健康のページ 健康のページ 健康のページ 

歯の健康づくり推進のための作品を募集します

人吉・球磨地域における歯の衛生に関する正しい知識を知ってもらい、児童の歯や口腔衛生についての
認識を深めることを目的に図画・ポスター・習字作品を募集します。

対象 人吉・球磨地域の小学校児童
作品
（１）図画・ポスター

○歯の衛生（むし歯予防や８０２０運動等）に関するもの、画用紙の大きさはＢ３（４ツ切り）、
画材は自由。

○図画は低学年（１～３学年）、ポスターは高学年（４～６学年）を対象とします。
○それぞれ、裏面に学校名、学年、組、氏名を記入し、氏名には必ずふりがなをふって下さい。
○作品中、「むしば」を「虫歯」とせず、「むしば」か「むし歯」を用いて下さい。

（２）習字
○課題　　１学年「は」 ４学年「つよい歯」

２学年「よいは」 ５学年「健康な歯」
３学年「かむ力」 ６学年「歯の衛生週間」

○用紙はふつうの習字用紙
○学校名（低学年は校名印でも可）、学年、組、氏名を記入する。

提出期限 平成１８年９月２８日（木）
お問い合わせ・提出先 熊本県人吉保健所（住所　〒868-0056人吉市寺町12-1 熊本県人吉保健所保健予防課）

蕁２２－３１０７

補装具の負担が改正されます

障害者自立支援法　～補装具と日常生活用具～
（平成18年10月より実施）

◎補装具について
障害者または障害児の保護者が補装具の購入または修理が必要な場合、町に申請し認められると、その費

用について補装具費が支給されます。その場合、障害者または障害児の保護者は利用者負担として費用の
【１割】を負担していただくようになります。

※ただし、所得に応じて、ある一定金額以上の負担を求めない『月額負担上限』が設定されています。

◎補装具及び日常生活用具の種目見直し

◎日常生活用具について
日常生活用具の利用者負担につきましては、内容が決定次第お知らせいたします。

★お問い合わせ先
あさぎり町　健康福祉課　福祉班　障害者福祉　（総合福祉センター内）

蕁４５－７２１４（直通）／ＦＡＸ４９－９５３５

補　装　具 日常生活用具

点字器

日常生活用具
へ移行

重度障害者用意思伝達装置
補装具へ
移行

頭部保護帽

人工咽頭

歩行補助杖（一本杖のみ）

浴槽（湯沸器）
パーソナルコンピュータ

廃　　止
収尿器

ストマ用装具

色めがね 廃　　止
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行革通信  行革通信  その16
　町では、現在「夢ふくらむまち」に向けて、行財政改革に取り組んでいます。そこで、役場に勤め
ている「ヒバリさん」から広告の募集について、お話しします。 

「夢ふくらむまち」に向けた新たな取り組み 

次回に続く 

 

今回、広告掲載を募集するもの 
広報あさぎり：随時募集･･･広報発行日の１ヶ月前が、各月の締め切り日となります。 
各種封筒：募集締め切りは平成１８年９月２９日（金）です。 

　本紙№39（2006年7月号）「新たな財源の確保」で
広告掲載について掲載しました。このことについて、
各種町有財産の広告媒体に掲載する広告を募集します。 
　広告に関する内容は下記に記載しますので、内容を
確認のうえ、お申し込み下さい。 

●政治性若しくは宗教性のあるもの又は選挙関係のもの●意見広告又は名刺広告に類するもの●風俗営業又
はこれに類するもの●商品先物取引又は貸金業に類するもの●通信販売又は訪問販売に類するもの●求人広
告又はこれに類するもの●公序良俗に反するもの●その他町長が適当でないと認めるもの 

　申込先は、あさぎり町役場総務課企画財政班まで専用の申込用紙にてお申し込み下さい。 
　広告掲載までの主な流れは「申し込み」→「広告内容の審査」→「掲載可否決定」→「契
約」→「広告掲載」となります。また、印刷物によっては、１回の広告募集で終了する場
合もあります。 
　詳しい要綱は、あさぎり町ホームページ（http://www.asagiri-town.net/）に掲載していま
すのでご覧下さい。 
　広告掲載で、気になることがございましたらお気軽にご相談下さい。皆さんの広告掲載
をお待ちしています。 

　広告掲載しない（できない）ものは、下記に該当する事項です。 

登場人物の紹介 

広告イメージ 

町　有　財　産　へ　の　広　告　募　集 

お問い合わせ先：行財政改革推進室　蕁45-1111

○広報あさぎり 
・サイズ：縦45㍉×横170㍉　　・色：２色刷 
・広告料：15,000円／１回／１枠 
・詳しい内容は本紙15ページをご覧下さい。 

○長３型封筒（縦235㍉×横120㍉） 
・サイズ：縦90㍉×横110㍉ 
・　色　：２色刷 
・広告料：30,000円／1枠（約10,000枚程度） 

○角２型封筒（縦332㍉×横240㍉） 
・サイズ：縦100㍉×横200㍉ 
・　色　：２色刷 
・広告料：60,000円／1枠（約10,000枚程度） 

広告掲載 
広告掲載 

※封筒は、窓口用（町民課、税務課等で配布する封筒）と事務用（文書配達用封筒）の２種類作成します。 
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広告募集
このスペースに広告を掲載しませんか？

１枠１回15,000円

掲 載 枠：「広報あさぎり」紙面の最下段１枠（縦45㍉×横170㍉）
申込方法：企画広報グループ備え付けの広告掲載申込書に広告の

版下を添えて、掲載希望号の１ヶ月前までに提出。
申 込 先：総務課企画財政班企画広報グループ　蕁45-7211
掲載しない内容
●政治性若しくは宗教性のあるもの又は選挙関係のもの●意見広告又は名刺広告に類するも
の●風俗営業又はこれに類するもの●商品先物取引又は貸金業に類するもの●通信販売又は
訪問販売に類するもの●求人広告又はこれに類するもの●公序良俗に反するもの●その他町
長が適当でないと認めるもの

平成19年度熊本県産業開発青年隊訓練所男女隊員募集！
若人の明日を拓く・土木建設技術者を養成する県立の教育訓練機関です。

【募集要項】

【応募資格】
（１）県内に居住し、又は居住しようとする満１８歳以上２５歳未満の独身の者
（２）高等学校卒業程度の学力を有する者
（３）心身ともに健全で所定の教育訓練に耐え得る者
（４）全寮制による規則正しい共同生活に耐え得る者

【お問い合わせ先】
熊本県産業開発青年隊訓練所　蕁0964-28-6611
熊本県土木部管理課（県庁内）蕁096-333-2482（直通）

お知らせ
熊本県産業開発青年隊訓練所は、平成19年度末（平成20年３月）で廃止となり、隊員募集は今回が

最終となります。

項　　目 一　次　募　集 二　次　募　集 備　　考

募集人員 ３０人程度 １０人程度
定員：40人

期間：全寮制１年間

費用：65万円程度

（寮費含む）

募集期間
平成18年９月４日(月)から

平成18年９月22日(金)まで

平成19年１月15日(月)から

平成19年２月２日(金)まで

試験期日 平成18年10月５日(木) 平成19年２月８日(木)

10月１日事業所・企業統計調査を行います。
これからの熊本を考える基礎になります。
９月下旬から各事業所に調査員がお伺いします。

事業所・企業統計調査

調査は日本全国すべての事業所が対象です。

事業所・企業統計調査は商店や工場、営業所、事務所、
銀行、学校、旅館、学習塾、病院、寺院などすべての事業
所が対象となる大規模な統計調査です。
統計調査の結果は国や都道府県、市区町村などがこれか
らの行政を考える重要な基礎資料として活用されます。
９月下旬から各事業書に「調査員証」を携行している調
査員がお伺いし、調査票の説明と共に調査票へのご記入を
お願いします。時間はおかけいたしませんのでどうぞご協
力をお願いいたします。

平成18年10月１日

総務省統計局　熊本県　あさぎり町
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あさぎり町教育委員会人権だより No.25

教育委員会では、町内の事業所等で『人権に関する意識調査』を実施しましたが、その調査結

果の一部を考察してみました。（前号のつづき）

児
　
童
　
虐
　
待

（問７） となりの子どもが、親から叩かれ、何度も大声で泣いていました。あなた
はどうされますか？　次の中から１つお答えください。

①　親は、子どもを躾
しつけ

ているのだろうから黙っている。-------------------19．4％

②　「虐待の疑い｣であっても通告の義務があるので、児童相談所や警察等へ電話連絡する。

------------55．5％

③　親に直接注意する。--------------------------------------------------------------18．5%

④　その他----------------------------------------------------------------------------------6．6%

＊その他の意見として-------・叩く理由や背景があり、虐待か否かの判断が難しい。・状況を見て声を

かけることもあると思う。 ・現場を確認していないので無責任なことは言えない。プライバシーの

侵害になる恐れがある。 ・隣の方へ「昨日はすごかったね、どうしたの」と話しかける。等

▼
秋
田
県
で
隣
に
住
む
小
学
一
年
男
児
を
殺
害
し
た

女
性
が
、
そ
の
一
ヶ
月
前
に
自
分
の
娘
を
「
だ
だ
を

こ
ね
た
の
で
イ
ラ
イ
ラ
し
て
橋
の
上
か
ら
突
き
落
と

し
た
」
と
供
述
し
、
児
童
連
続
殺
人
事
件
に
発
展
。

滋
賀
県
で
は
２
歳
女
児
が
「
言
う
こ
と
を
聞
か
な
か

っ
た
」
と
、
親
が
頭
か
ら
熱
湯
を
か
け
て
死
な
せ
た
。

北
海
道
で
は
３
歳
男
児
が
「
し
つ
け
の
つ
も
り
だ
っ

た
」
と
父
親
か
ら
腹
部
を
殴
ら
れ
内
臓
破

裂
・
・
・
・
。
全
国
各
地
で
心
が
ふ
さ
が
る
悲
惨
な

事
件
が
続
発
し
て
い
ま
す
。

▼
身
体
的
虐
待
（
殴
る
、
蹴
る
等
）、
ネ
グ
レ
ク
ト

（
食
事
を
さ
せ
な
い
、
衣
服
を
替
え
な
い
な
ど
養
育
放

棄
）、
心
理
的
虐
待
（
無
視
、
言
葉
で
心
を
傷
つ
け
る
）

な
ど
の
全
国
の
児
童
相
談
所
が
対
応
し
た
児
童
虐
待

は
三
万
四
千
四
百
五
十
一
件
と
過
去
最
多
を
更
新
し

ま
し
た
。
虐
待
が
急
増
し
て
い
る
現
状
に
「
青
少
年

白
書
」
は
「
子
ど
も
の
命
が
奪
わ
れ
る
な
ど
重
大
な

事
件
が
後
を
絶
た
ず
、
早
急
に
取
り
組
む
べ
き
社
会

全
体
の
課
題
だ
」
と
警
告
し
て
い
ま
す
。

▼
東
京
の
児
童
相
談
所
の
事
例
で
は
、

〇
虐
待
を
受
け
た
子
ど
も
の
６
割
は
２
歳
か
ら
８
歳
。

〇
１
年
以
上
虐
待
を
受
け
た
子
ど
も
は
、
全
体
の
約

43
％

〇
虐
待
を
受
け
た
子
ど
も
は
、
不
安
や
怯
え
、
う
つ

状
態
な
ど
「
精
神
的
･
心
理
的
問
題
」
を
示
す
こ
と

が
多
い
。

〇
虐
待
を
行
っ
て
も
、「
し
つ
け
」
と
主
張
し
て
そ
れ

を
認
め
な
い
親
（
特
に
男
性
）
が
多
い
。

〇
虐
待
を
受
け
て
も
、
虐
待
を
し
た
親
と
同
居
を
希

望
す
る
子
ど
も
が
多
い
。

〇
虐
待
が
行
わ
れ
た
家
族
で
、
三
世
代
家
族
は
極
め

て
少
な
い
。

〇
「
経
済
的
な
困
難
」「
ひ
と
り
家
庭
」「
夫
婦
間
の

不
和
」「
育
児
疲
れ
」「
親
族
･
近
隣
･
友
人
か
ら
の

孤
立
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
て
い
る
。

▼
「
児
童
虐
待
防
止
法
」（
平
成
12
年
施
行
）
の
第
六

条
で
は
「
児
童
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
児
童
を

発
見
し
た
も
の
は
、
速
や
か
に
、
こ
れ
を
福
祉
事
務

所
若
し
く
は
児
童
相
談
所
に
通
告
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。」
と
、
通
告
の
義
務
を
促
し
て
い
ま
す
。

▼
福
岡
市
内
の
小
中
学
校
で
は
、
教
員
が
子
ど
も
に

不
自
然
な
傷
や
あ
ざ
が
あ
る
の
を
発
見
し
た
場
合
や

家
庭
訪
問
の
際
、
保
護
者
が
子
ど
も
と
の
面
会
を
拒

否
す
る
な
ど
、
児
童
虐
待
の
恐
れ
が
あ
る
と
教
員
や

校
長
が
判
断
し
た
場
合
に
は
児
童
相
談
所
に
通
告
し

て
お
り
、
通
告
件
数
が
昨
年
よ
り
３
・
５
倍
に
増
え

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
学
校
側
が
虐
待
の

早
期
発
見
、
早
期
通
告
に
乗
り
出
し
、
子
ど
も
の
安

全
確
認
を
最
優
先
し
て
い
ま
す
。

▼
し
か
し
、
小
中
学
校
の
教
職
員
の
３
割
強
が
「
通

告
の
義
務
を
知
ら
な
い
」
こ
と
が
文
科
省
の
調
査
で

分
か
り
ま
し
た
。
周
知
徹
底
は
急
務
と
い
え
ま
す
。

▼
人
権
教
育
は
子
ど
も
た
ち
の
命
を
守
り
、
育
む
教

育
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
相
談
、
通

告
で
助
け
ら
れ
る
命
、
救
え
る
子
ど
も
が
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
虐
待
を
受
け
て
い
る
児
童
の
救
済
、

防
止
に
は
、
行
政
と
地
域
の
連
携
が
不
可
欠
で
「
隣

に
目
配
り
で
き
る
あ
さ
ぎ
り
町
」
で
あ
り
た
い
も
の

で
す
。

（
文
責
　
人
権
教
育
指
導
員
　
丸
目
敏
輝
）

＊
参
考
資
料
＝
最
近
の
新
聞
記
事
、
社
説
等
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熊
日
名
人
寄

熊
日
名
人
寄
席 
熊
日
名
人
寄

熊
日
名
人
寄
席 
熊
日
名
人
寄

熊
日
名
人
寄
席 
熊
日
名
人
寄
席 

須
恵
文
化
ホ
ー
ル
自
主
文
化
事
業
の
お
知
ら
せ 

今
年
も
開
催
!!
 

人権相談所を開設します
下記のとおり人権相談所を開設します。人権問題等でお困りの方はお気軽にご相談下さい。相談は

無料で秘密は固く守られます。
日時　９月７日（木）午前１０時から午後３時まで

場所　せきれい館（深田校区公民館）
あさぎり町には、法務大臣が委嘱した次の人権擁護委員がおられます。（敬称略）

また、法務局人吉支局　蕁２２－３３９３と人権擁護委員の自宅では毎日相談に応じています。
お問い合わせ先　あさぎり町　町民課　蕁４５－７２１３

須
恵
文
化
ホ
ー
ル
で
は
年
間
を
と
お
し
て

様
々
な
文
化
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回

は
豪
華
キ
ャ
ス
ト
を
迎
え
て
熊
日
名
人
寄
席

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
足
を
お
運
び
下
さ
い
。

氏　　　　名 地　　区 電話番号

1 松本　芳子 上 ４５－０００１

2 野口　辰紘 免　　田 ４５－０７８４

3 永村　和子 免　　田 ４５－１１６７

4 上田　昭子 岡　　原 ４５－３０２２

5 岩闢 熊六 須　　恵 ４５－５２１４

6 山本　　佶
つよし 深　　田 ４５－０７８０
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『
人
権
』
こ
の
言
葉
を
聞
い
た
時
、
皆
さ

ん
は
ど
ん
な
事
を
想
像
さ
れ
ま
す
か
？

国
語
辞
典
で
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、
こ
う
書

か
れ
て
い
ま
し
た
。
『
人
権
』→

人
が
生
ま

れ
な
が
ら
に
持
っ
て
い
る
生
命
・
自
由
・
平

等
な
ど
の
権
利
。

し
か
し
、
世
界
に
目
を
向
け
る
と
『
宗
教

対
立
』
や
『
民
族
間
で
の
対
立
』
な
ど
が
原

因
で
起
こ
っ
た
内
戦
・
紛
争
に
よ
り
苦
し
い

生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
人
達
が
多
く
い
ま

す
。
以
前
、
僕
は
テ
レ
ビ
で
ロ
シ
ア
に
住
む

９
歳
の
あ
る
少
年
の
姿
を
目
に
し
ま
し
た
。

そ
の
少
年
は
３
歳
の
時
両
親
と
死
別
、
そ
の

後
施
設
で
育
ち
ま
し
た
が
、
そ
こ
で
受
け
た

暴
力
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
友
達
数
人

と
と
も
に
施
設
を
脱
走
し
、
現
在
は
駅
や
道

路
で
物
乞
い
や
靴
磨
き
を
し
な
が
ら
暮
ら
す

『
ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
』（
路
上
生
活
を

す
る
子
ど
も
達
の
事
）
で
し
た
。
放
送
さ
れ

た
時
の
映
像
は
真
冬
で
、
気
温
は
毎
日
氷
点

下
20
〜
30
℃
あ
る
。
と
伝
え
て
い
ま
し
た
。

に
も
関
わ
ら
ず
、
彼
の
服
装
と
い
え
ば
薄
い

長
袖
シ
ャ
ツ
に
ズ
ボ
ン
、
素
足
に
破
れ
た
靴

と
い
う
格
好
で
、
手
肌
は
荒
れ
て
い
ま
し
た
。

食
事
は
靴
磨
き
な
ど
で
手
に
し
た
わ
ず
か
な

お
金
で
パ
ン
を
買
い
、
そ
れ
を
み
ん
な
で
分

け
合
う
。
そ
し
て
夜
は
、
保
護
し
て
施
設
に

連
れ
戻
そ
う
と
巡
回
し
て
く
る
警
察
官
達
に

見
つ
か
ら
な
い
よ
う
に
、
マ
ン
ホ
ー
ル
の
中

や
駅
の
ホ
ー
ム
、
停
ま
っ
て
い
る
列
車
の
中

と
い
っ
た
具
合
に
、
そ
の
日
一
番
暖
か
い
場

所
を
選
ん
で
眠
り
、
寒
さ
を
し
の
ぐ
。
そ
ん

な
毎
日
を
送
っ
て
い
る
の
で
す
。
し
か
し
、

少
年
は
自
分
が
そ
ん
な
厳
し
い
状
況
に
あ
っ

て
も
、
日
本
か
ら
レ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
訪
れ

た
女
優
に
対
し
精
一
杯
の
笑
顔
を
見
せ
、
逆

に
「
お
姉
ち
ゃ
ん
お
腹
空
い
て
な
い
？
こ
の

パ
ン
あ
げ
る
よ
」
と
言
っ
て
、
分
け
与
え
よ

人
権
に
つ
い
て
考
え
る

―
―
―
―
―
―
―
　
小
口
　
誠
之
さ
ん
（
寺
池
）

次
の
方
々
の
ご
遺
族
か
ら
、
あ

さ
ぎ
り
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
多

額
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。そ
の
使
途
に
つ
き
ま
し
て
は
、

ご
芳
志
に
添
う
よ
う
慎
重
に
考
慮

し
、
本
町
の
福
祉
向
上
の
た
め
大

切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
厚
情
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま

す
と
と
も
に
、
故
人
の
ご
冥
福
を

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
平
成
18
年
７
月
１
日
〜
７
月
末

日
受
付
分
ま
で
）

※
敬
称
略

校
区
　
　
寄
附
者
　
　
故
人

須
恵
　
竹
本
ス
ミ
子
　
竹
本
　
定
人

上
　
　
西
　
　
英
子
　
長
瀬
　
幸
男

免
田
　
落
合
九
州
男
　
落
合
徳
子

免
田
　

村
フ
ユ
子
　

村
　
郁
夫

免
田
　
森
岡
　
照
子
　
森
岡
　
輝
男

上
　
　
緒
方
か
お
る
　
緒
方
　
一
郎

岡
原
　
鶴
本
ユ
キ
子
　
鶴
本
　
　
孝

須
恵
　
愛
甲
　
正
彦
　
愛
甲
　
　
薫

免
田
　
川
畑
　
和
子
　
川
畑
　
康
男

深
田
　
岡
田
　
勝
明
　
岡
田
　
浩
美

上
　
　
川
辺
　
幸
一
　
川
辺
タ
シ
子

深
田
　
上
田
　
　
稔
　
上
田
　
亜
紀

社
協
へ
の
ご
寄
附

社
協
へ
の
ご
寄
附 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

社
協
へ
の
ご
寄
附 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ ◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆ せきれい館に話題の新刊がはいりました！ 

新 　刊　紹　介 

ナルニア国物語

Ｃ．Ｓ．ルイス／作
大ヒット映画の原作本です

・燃ゆるとき

高杉　良著

・典子４４歳いま、伝えたい

白井のり子著

・自力と他力

五木寛之著

・ヤンキー先生の子供がわからない親たちへ

義家弘介著

・ケンタロウの10分ごはん

ケンタロウ著

・五能線の女

西村京太郎著

・子どものためのハッピールール

齋藤　孝著

・ぼくのくつ

松成真理子作・絵

その他新刊が多数入荷しています。

☆深田校区公民館「せきれい館」図書館

休館日…月曜
利用時間　午前８時30分から午後５時まで

☆
小
口
さ
ん
は
小
児
マ
ヒ

で
両
足
に
障
害
が
あ
り
、

生
活
の
中
で
車
椅
子
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
こ
の
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
小
口
さ
ん
の

視
点
か
ら
日
頃
感
じ
ら
れ

る
こ
と
な
ど
を
コ
ラ
ム
で

紹
介
い
た
し
ま
す
。
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う
と
す
る
の
で
す
。
女
優
が
「
君
の
大
切
な

ご
飯
で
し
ょ
？
貰
っ
た
ら
悪
い
よ
」
と
断
る

と
、
少
年
は
「
一
人
で
食
べ
る
よ
り
、
誰
か

と
一
緒
に
食
べ
た
方
が
美
味
し
い
か
ら
」
と

言
っ
て
、
再
び
パ
ン
を
渡
し
ま
し
た
。
そ
し

て
２
人
は
お
互
い
の
顔
を
見
つ
め
合
い
な
が

ら
パ
ン
を
食
べ
始
め
た
の
で
す
。
そ
の
時
の

２
人
の
顔
は
、
少
年
は
最
初
に
出
会
っ
た
時

以
上
の
心
か
ら
の
笑
顔
、
一
方
レ
ポ
ー
タ
ー

の
女
優
は
溢
れ
る
涙
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
い
う
対
照
的
な
表
情
で
し
た
。
そ
れ

か
ら
３
日
後
の
取
材
最
後
の
日
、
再
び
少
年

の
も
と
を
訪
れ
た
彼
女
は
質
問
し
ま
し
た
。

「
大
き
く
な
っ
た
ら
何
に
な
り
た
い
？
」
と
。

す
る
と
少
年
は
こ
う
答
え
た
の
で
す
。
「
生

き
て
い
た
い
」
そ
れ
は
、
彼
の
本
当
の
気
持

ち
を
素
直
に
表
現
し
た
一
言
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
僕
は
、
そ
の
言
葉
に
胸
が
詰
ま
り

ま
し
た
。
そ
し
て
２
人
は
別
れ
を
告
げ
、
番

組
は
終
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
番
組
は
僕
に
、

改
め
て
『
生
き
る
事
の
意
味
』
と
い
う
も
の

を
考
え
る
機
会
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

今
、
テ
レ
ビ
・
新
聞
等
を
見
て
い
る
と
、

ほ
ん
の
些
細
な
事
が
き
っ
か
け
で
人
を
傷
つ

け
た
り
、
命
を
狙
う
と
い
う
ケ
ー
ス
の
事
件

を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
僕
は
そ
の
た
び
に
、

と
て
も
辛
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
中
で
も

『
少
年
犯
罪
』
の
多
さ
に
は
驚
か
さ
れ
る
と

同
時
に
、
と
て
も
心
が
傷
み
ま
す
。
な
ぜ
こ

こ
ま
で
多
発
す
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

の
か
？
そ
う
考
え
た
時
、
大
き
な
理
由
の
一

つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
『
簡
単
に
手
に

入
れ
る
事
の
で
き
る
情
報
と
手
本
』
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
今
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ゲ

ー
ム
業
界
が
急
速
に
進
歩
し
、
次
々
と
新
商

品
を
開
発
し
、
発
売
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
か

ら
得
た
情
報
や
方
法
を
人
を
傷
つ
け
る
た
め

の
手
段
と
し
て
使
用
し
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
、

現
代
社
会
が
招
い
て
し
ま
っ
た
最
大
の
問
題

点
で
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
人
は
、
こ
の

世
に
望
ま
れ
て
そ
し
て
『
生
き
る
権
利
』
を

持
っ
て
生
ま
れ
て
く
る
の
で
す
。
そ
の
権
利

を
奪
お
う
と
す
る
よ
う
な
行
為
・
行
動
は
絶

対
に
や
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

ア
フ
リ
カ
の
国
々
で
は
、
各
地
に
広
が
る

伝
染
病
な
ど
が
原
因
で
、
５
歳
ま
で
生
き
る

こ
と
が
で
き
ず
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
子
ど

も
達
が
数
多
く
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

世
界
に
は
、
こ
の
よ
う
に
飢
え
や
病
気
に

苦
し
む
人
々
や
、
あ
の
ロ
シ
ア
の
少
年
の
よ

う
に
親
や
家
族
と
の
別
れ
を
経
験
し
、
多
く

の
困
難
に
ぶ
つ
か
り
な
が
ら
も
毎
日
を
懸
命

に
生
き
て
い
る
人
達
も
い
る
の
で
す
。

人
の
生
き
方
も
生
き
る
環
境
も
、
国
や
地

域
に
よ
っ
て
様
々
で
す
。
そ
の
上
で
一
番
大

切
な
こ
と
、
そ
れ
は
『
ど
う
生
き
る
か
？
』

と
い
う
事
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
前
で
も
述

べ
た
よ
う
に
『
生
き
る
』
と
い
う
事
は
、
私

た
ち
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
持
つ
こ
と
の

で
き
た
権
利
な
の
で
す
。
僕
自
身
、
体
に
障

害
は
持
っ
て
い
ま
す
が
、
い
ろ
ん
な
所
で

様
々
な
出
会
い
や
体
験
が
で
き
て
い
る
事
が

と
て
も
嬉
し
く
、
何
よ
り
も
今
を
生
き
て
い

る
事
に
一
番
の
幸
せ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

自
分
の
人
生
を
悔
い
な
く
生
き
る
た
め
に

は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
？

皆
さ
ん
も
時
に
は
立
ち
止
ま
り
、
『
自
分

が
生
き
て
い
る
事
の
意
味
』
を
考
え
て
み
て

下
さ
い
。

（
三
角
紋
）、
短
い
斜
め
線
の
綾
杉
紋

あ
や
す
ぎ
も
ん

や
平
行
紋
を
描
い
て
い

ま
す
。
こ
の
土
器
は
、
弥
生
時
代
に
作
ら
れ
た
も
の
の
中
で

は
一
番
気
品
が
あ
る
と
い
わ
れ
、
お
墓
な
ど
に
お
供
え
さ
れ

た
特
別
な
土
器
と
い
い
ま
す
。

免
田
式
土
器
は
、
昭
和
５
年
（
１
９
３
０
）
に
発
刊
さ
れ

た
『
世
界
美
術
全
集
第
四
巻
（
平
凡
社
）』
で
紹
介
さ
れ
て

学
会
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
後
、
免

田
東
字
吉
井
の
市
房
隠
遺
跡
、
下
益
城
郡
城
南
町
や
宮
崎
県

小
林
市
で
も
同
じ
よ
う
な
土
器
の
出
土
が
報
告
さ
れ
、
昭
和

12
年
（
１
９
３
７
）
に
は
、
前
述
の
本
目
源
ヶ
屋
敷
か
ら
東

へ
２
０
０
ｍ
の
位
置
で
も
多
く
の
土
器
が
出
土
し
た
と
い
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
郷
土
が
誇
る
免
田
出
身
の
考
古
学
者
、
故

乙
益
重
隆
氏
（
元
國
學
院
大
学
文
学
部
教
授
・
考
古
学
）
と

同
じ
く
上
出
身
の
故
高
田
素
次
氏
（
考
古
学
・
郷
土
研
究

家
・
歌
人
）
が
緊
急
調
査
し
て
学
会
に
報
告
し
ま
し
た
。
そ

あ
さ
ぎ
り
面
白
ば
な
し

免
田
式
土
器
の
こ
と
（
そ
の
１
）

今
か
ら
１
８
０
０
年
前
の
む
か
し
、
あ
の
邪
馬
台
国
の
女

王
卑
弥
呼

ヒ

ミ

コ

が
活
躍
し
て
い
た
時
代
で
す
。
そ
の
頃
は
弥
生
時

代
の
後
期
に
あ
た
り
ま
す
が
、
あ
さ
ぎ
り
町
で
は
人
々
が
ム

ラ
を
つ
く
っ
て
生
活
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
証
拠
だ
て
る

も
の
と
し
て
、
竪
穴
式
住
居
・
お
墓
な
ど
の
遺
構
や
土
器
・

石
器
・
鉄
器
・
装
飾
品
等
生
活
の
道
具
が
出
土
し
た
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
中
で
も
、
大
正
７
年
（
１
９
１
８
）、
免

田
西
下
乙
字
本
目
の
源
ヶ
屋
敷

げ
ん
が
や
し
き

と
呼
ば
れ
て
い
る
畑
を
田
ん

ぼ
に
す
る
地
下
げ
工
事
中
に
多
く
の
土
器
が
出
土
し
た
そ
う

で
す
。
こ
れ
が
み
な
さ
ん
も
ご
存
知
の
「
免
田
式
土
器
」
で
、

こ
の
時
が
最
初
の
発
見
で
す
。
土
器
の
形
は
、
胴
部
が
そ
ろ

ば
ん
玉
の
形
の
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
や
や
開
き
気
味
に
上

に
長
く
の
び
た
円
筒
状
の
首
（
長
頸
）
を
も
ち
、
胴
部
の

上
半
面
に
は
、
同
心
円
紋
を
半
分
に
切
っ
た
紋
様

（
重
弧
文

じ
ゅ
う
こ
も
ん

）
や
ノ
コ
ギ
リ
の
歯
の
よ
う
な
形
状
の
鋸
歯
紋

き
ょ
く
し
も
ん

の
２
年
後
の
昭
和
14
年
（
１
９
３
９
）、
京
都
帝
国
大
学
の

小
林
行
雄
氏
（
考
古
学
・
博
士
）
が
『
弥
生
式
土
器
聚
成
図

録
』
の
解
説
論
文
を
執
筆
し
て
い
た
と
き
、
乙
益
氏
に
対
し

て
、「
重
弧
文
の
文
様
を
描
く
土
器
は
、
弥
生
文
化
の
前
期

に
も
あ
り
、
中
に
は
縄
文
式
土
器
に
も
描
か
れ
て
い
る
。
つ

い
て
は
、
従
来
、
重
弧
文
土
器
と
よ
ば
れ
て
い
る
も
の
の
名

称
を
代
え
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
他
の

土
器
様
式
名
と
同
じ
よ
う
に
遺
跡
名
を
つ
け
た
が
よ
い
と
思

う
が
・
・
・
」
と
相
談
さ
れ
ま
し
た
。
乙
益
氏
は
、
そ
れ
ま

で
重
弧
文
土
器
と
し
か
呼
ん
で
い
な
か
っ
た
土
器
に
対
し

て
、
思
案
し
た
末
、「
免
田
式
と
名
付
け
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
」
と
答
え
た
と
い
い
ま
す
。
と
い
う
わ
け
で
、
乙
益

氏
が
免
田
式
土
器
の
名
付
け
親
と
な
っ
た
わ
け
で
す
が
、
乙

益
氏
は
遺
跡
名
で
は
な
く
て
、
独
立
町
村
名
の
「
免
田
」
を

名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
郷
里
へ
の
思
い
か
ら
な
の
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
は
、
一
番
気
品
が
あ
る
弥
生
土
器
を
世
に

出
し
た
誇
り
あ
る
町
の
名
を
広
め
た
か
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。さ

て
、
免
田
式
土
器
の
出
土
す
る
と
こ
ろ
は
、
佐
賀
平
野

や
沖
縄
ま
で
九
州
全
域
に
及
び
ま
す
が
、
そ
の
分
布
の
中
心

と
す
る
と
こ
ろ
は
、
球
磨
川
流
域
を
は
じ
め
熊
本
平
野
南
部

に
も
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。（
つ
づ
く
）

（
文
責
　
あ
さ
ぎ
り
町
教
育
委
員
会

社
会
教
育
班
　
北
川
賢
次
郎
）

免田式土器
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下水道は正しく使って 

お問い合わせ先　あさぎり町　環境整備課　下水道班　蕁４５－７２２３ 

台所の食品くずは流さないで トイレに異物を流さないで 

油などは流さないで マスの管理を 

最近はタオルなども下水管に 

つまって大変迷惑しています!!

スイスイ 

台所の食品くずは流さないで下

さい。また、生ごみを粉砕して

流すディスポーザーは下水道施

設に悪影響を

及ぼすため禁

止 し て い ま

す。 

水洗便器は流水部が曲がった構

造になっているため、新聞紙や

生理用品など水に溶けないもの

は流さないよう注意しましょう。

トイレでは水溶

性のトイレット

ペーパーを使用

しましょう。 

汚水マスには油やゴミがたまり

つまりやすいので定期的に清掃

しましょう。ま

た、雨水や土砂

が入らないよう

フタが確実にし

まっているか確

認して下さい。 

天ぷら油等は油が固まり下水管がつ

まったり、下水処理に悪影響を与え

るため下水道へ流さないで下さい。 

油の処理は… 古い油は新聞紙など

で吸い取るか、

油を固める製

品で燃えるゴ

ミとして出し

ましょう。 
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あさぎり インフォメーションあさぎり インフォメーション

家事問題相談会

「元カレがしつこくて」「離婚したいんだけど」
「結婚生活を円満にしたいんだけれども」「離婚はし
たくないんだけど」などのご相談にお答えします。
☆日　　　　時 平成１８年９月２３日（土）

午前１０時～午後４時まで
☆面接での相談 熊本県司法書士会館２階

（熊本市大江４丁目４番３４号）

☆電話での相談 ０９６－３６４－０８００
☆相　談　料 無料
☆主　　　　催 熊本県青年司法書士会
☆お問い合わせ先

司法書士　田中千奈

蕁０９６－３７２－７７５１
司法書士　石井麻衣子

蕁０９６－３６２－６６５５

平成18年度自衛官募集採用試験

お問い合わせ先

詳しくは、自衛隊人吉募集事務所　蕁22－4704までお尋ね下さい。

募集種目 資　　　格 受付期間 試験日

防衛大学
（推薦）：高卒（見込含む） 21歳未満の方 9月 5日～9月 7日 （一次試験） 9月23日～24日

（一般）：高卒（見込含む） 21歳未満の方 9月 8日～9月29日 （一次試験）11月11日～12日

防衛医科大学 高卒（見込含む） 21歳未満の方 9月 8日～9月29日 （一次試験）11月 4日～ 5日

航空学生 高卒（見込含む） 21歳未満の方 8月 1日～9月 8日 （一次試験） 9月23日

看護学生 高卒（見込含む） 24歳未満の方 9月 8日～9月29日 （一次試験）10月15日

一般曹候補学生 18歳以上24歳未満の方 8月 1日～9月 8日 （一次試験） 9月16日

曹候補士 18 歳以上27歳未満の方 8月 1日～9月 8日 （一次試験） 9月16日

2等陸・海・空士（男子） 18 歳以上27歳未満の方 年間を通じて行っています 9月26日～30日

2等陸・海・空士（女子） 18 歳以上27歳未満の方　（3・4月採用） 8月 1日～9月 8日 9月24日～25日

熊本県では、ひとり親家庭のお父さん・お母さんを対象に交流会を実施します。
ひとり親家庭での子育ての難しさや、家庭で起きているいろいろな困ったことを話し合ってみません

か？この機会にぜひ交流を深めていただければと思います。ほかにも親子の共同体験として楽しくできる
調理実習を行います。難しく思っていた料理も意外にカンタンに作れてしまう・・・そんな裏技をご紹介
します。
また、子どもさん達には楽しいレクリエーションも企画しています。
どうぞ、ふるってご参加ください。

日　　　　時 平成18年９月10日（日）
※当日は10時20分までに受付を済ませてください。
※汗拭きタオルをご準備ください。

場　　　　所 人吉カルチャーパレス及び人吉スポーツパレス
スケジュール 10：00～受付　10：20～開会　10：30～食育に関する講話+実習　

13：00～（親）意見交換会（子ども）ボール遊びとレクリエーション
14：30 閉会

参加申込方法 下記のいずれかの申込先に備えつけの「参加申込書」により申し込みください。
参加申込先 あさぎり町　健康福祉課　福祉班、あさぎり町社会福祉協議会

球磨地域振興局福祉課
参　加　費 無料　　　申込締切日 平成18年８月31日（木）
お問い合わせ先 球磨地域振興局　福祉課　　蕁22-1040 ＦＡＸ22-3129

ひとり親家庭交流会 ひとり親家庭交流会 ひとり親家庭交流会 
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9 長月
ながつき

旧暦9月を長月（ながつき）と呼び、「夜長月（よながつき）」の略
であるとする説が最も有力です。他に、「稲刈月（いねかりづき）」が
「ねかづき」となり「ながつき」となったという説、「稲熟月（いねあ
がりづき）」が略されたものという説があります。英語での月名、
Septemberは、「7番目の月」の意味で、実際の月の番号とずれている
のは、紀元前46年まで使われていたローマ暦が3月起算で、（そのため
年末の2月は日数が少ない）3月から数えて7番目ということからその
名がつけられました。

☆誕生石　サファイア
☆星　座　乙女座（-9月22日）、天秤座（9月23日 -）
☆誕生花　リンドウ、芙蓉

September

本庁舎

総務課・総務班 45－1111
総務課・企画財政班 45－7211
税務課 45－7212
町民課 45－7213
会計課 45－7224
教育委員会・学校教育班 45－7226
教育委員会・社会教育班 45－7227

東庁舎

環境整備課・建設班 45－7221
環境整備課・水道班 45－7222
環境整備課・下水道班 45－7223
環境整備課・環境保全班 45－7217
産業振興課・農業振興班 45－7218
産業振興課・林業振興班 45－7219
産業振興課・商工観光班 45－7220
農業委員会 45－7225

総合福祉センター

健康福祉課・福祉班 45－7214
健康福祉課・高齢総合班 45－7215
健康福祉課・健康増進班 45－7216
健康福祉課・保健指導班 45－5133
健康福祉課・地域包括支援センター 45－7231
球磨郡障害認定審査会 45－3920
健康福祉課・救護施設班 45－6668

各支所等

議会事務局 47－0312
上支所 47－0311
岡原支所 45－2222
須恵支所 45－1121
深田支所 45－1133

月

休　日　在　宅　当　番　医
期日 上球磨 中球磨 小児科

９月３日
井口医院
（多良木町） 42-5570

ほづみ皮膚科医院
（錦町） 26-5300

堤病院附属九日町診療所
小児科（人吉市）22-2251

９月10日
そのだ医院
（湯前町） 43-2063

桑原医院
（あさぎり町） 45-0205

人吉総合病院小児科
（人吉市） 22-2191

９月18日
古城病院
（水上村） 44-0321

増田耳鼻咽喉科クリニック
（あさぎり町） 45-8001

やまむら医院
（あさぎり町） 45-0005

９月24日
宮原医院
（多良木町） 42-2082

高田内科医院
（錦町） 38-3677

公立多良木病院
（多良木町） 42-2560

その他地域

権頭医院
（相良村） 36-0008

水　　道　　当　　番　　店
期日 上 免田 須恵 深田

８月27日～
９月２日

豊永工務店
47-0306

松岡水道設備
45-4771

谷川電気商会
45-4024

（有）竹田工務店
45-4094

９月３日～
９日

（有）橋本建設
45-4778

（有）今井建設
45-1184

（株）恒松組
45-4384

橋口建設
45-0764

９月17日～
23日

松岡建設
47-0419

（有）皆越電気工業
45-1493

（株）恒松組
45-4384

（株）栄建設
45-0176

９月24日～
30日

蓑田電設工業
45-3094

松岡水道設備
45-4771

谷川電気商会
45-4024

（有）竹田工務店
45-4094

９月10日～
16日

橋本ポンプ店
45-0678

高田電気水道工事
商会　　　45-0822

谷川電気商会
45-4024

橋爪建設
45-2467

岡原

（有）竹本水道設備
45-1700

松本電気設備
45-3565

坂本電気商会
45-0550

高尾建設
45-0328

（有）竹本水道設備
45-1700

９月17日
犬童耳鼻咽喉科
（多良木町） 43-0777

岩井クリニック
（あさぎり町） 49-2181

たかはし小児科内科医院
（人吉市） 24-2222

９月23日
東病院
（あさぎり町） 45-5711

犬童内科胃腸科医院
（あさぎり町） 45-1125

増田クリニック
（人吉市） 22-3570
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９ 月 カ レ ン ダ ー

日 曜日 主　な　行　事　予　定　等 お問い合わせ先

1 金

町内小中学校２学期始業式 教育委員会　学校教育班
敬老年金支給：せきれい館（9:00～12:00) 健康福祉課　高齢総合班
敬老年金支給：庄屋・皆越公民分館（13:30～16:30) 健康福祉課　高齢総合班

2 土

健康あさぎり塾（福留）：福留公民分館（13:30～） 健康福祉課　保健指導班
敬老年金支給：須恵文化ホール（9:00～12:00) 健康福祉課　高齢総合班
敬老年金支給：永才公民分館（13:30～16:30) 健康福祉課　高齢総合班
思春期・子育て相談（岡崎臨床心理士）：免田保健センター（13:30～18:00要予約） 健康福祉課　保健指導班

9 土

10 日
皆越分校運動会 教育委員会　学校教育班
リサイクルの日（免田） 環境整備課　環境保全班

11 月 両親学級：免田保健センター（13:00～13:30受付） 健康福祉課　保健指導班
健康あさぎり塾（永岡）：永岡公民分館（13:30～） 健康福祉課　保健指導班
熊日金婚夫婦表彰式：ポッポー館（10:30～） 健康福祉課　高齢総合班

育児セミナー「アレルギー性疾患について」：免田保健センター（13:30～15:00） 健康福祉課　保健指導班
転倒予防免田教室：免田保健センター（13:30～） 健康福祉課　保健指導班
健康あさぎり塾：りんどう館（13:30～） 健康福祉課　保健指導班

リサイクルの日（須恵・深田） 環境整備課　環境保全班

25 月
農業委員会総会：東庁舎北側会議室 農業委員会
国民健康保険税第３期口座振替日 税務課
下水道受益者分担金第２期口座振替日 環境整備課　水道班
健康あさぎり塾（新）：新公民分館（9:30～） 健康福祉課　保健指導班

秋季陸上中体連大会 教育委員会　学校教育班

健康あさぎり塾（下里）：下里民分館（9:30～） 健康福祉課　保健指導班
健康あさぎり塾（内山）：内山公民分館（13:30～） 健康福祉課　保健指導班

※行事等は、変更になる場合があります。

健康あさぎり塾（屯所）：屯所公民分館（13:30～） 健康福祉課　保健指導班

健康あさぎり塾（岡麓）：岡麓公民分館（9:30～） 健康福祉課　保健指導班

健康あさぎり塾（仁王）：仁王公民分館（9:30～） 健康福祉課　保健指導班

リサイクルの日（岡原） 環境整備課　環境保全班

4 月

母子健康手帳交付日：免田保健センター（9:00～9:20受付） 健康福祉課　保健指導班
健康あさぎり塾（別府）：別府公民分館（9:30～） 健康福祉課　保健指導班
敬老年金支給：岡原保健センター（9:00～12:00) 健康福祉課　高齢総合班
敬老年金支給：福留公民分館（13:30～16:30) 健康福祉課　高齢総合班

5 火
2006くまセミナー第２回セミナー落語家　桂こけ枝氏講演会：須恵文化ホール（13:30～） 教育委員会　社会教育班
敬老年金支給：永山公民分館（9:00～12:00) 健康福祉課　高齢総合班
敬老年金支給：柳別府公民分館（13:30～16:30) 健康福祉課　高齢総合班

敬老年金支給：吉井区軽スポーツセンター（9:00～12:00) 健康福祉課　高齢総合班
敬老年金支給：ポッポー館（13:30～16:30) 健康福祉課　高齢総合班
健康あさぎり塾（開墾）：開墾公民分館（9:30～） 健康福祉課　保健指導班

健康あさぎり塾（庄屋）：庄屋民分館（9:30～） 健康福祉課　保健指導班

転倒予防免田教室：総合福祉センター（13:30～） 健康福祉課　保健指導班

免田小学校運動会 教育委員会　学校教育班

健康あさぎり塾（植の里）：植の里公民分館（13:30～） 健康福祉課　保健指導班

8 金

15 金

26 火

27 水

28 木

3 日

12 火

13 水

14 木

29 金
30 土

6 水
敬老年金支給：永里公民分館（9:00～12:00) 健康福祉課　高齢総合班
敬老年金支給：清水公民分館（13:30～16:30) 健康福祉課　高齢総合班

7 木
年金相談日：多良木町役場　9:00～15:00（9:00～11:30／13:00～14:30受付） 町民課

メタボリック予防相談：免田保健センター（予約制） 健康福祉課　保健指導班
16 土 熊本県民体育祭（～17日）：上益城郡一円 教育委員会　社会教育班

17 日
須恵小中学校合同運動会 教育委員会　学校教育班
岡原中学校体育祭 教育委員会　学校教育班
リサイクルの日（上） 環境整備課　環境保全班

18 月
敬老の日
須恵文化ホール自主文化事業「熊日名人寄席」（13:30開場　14:00開演） 教育委員会　社会教育班
※ごみ収集は通常どおり行います

19 火
健康あさぎり塾（阿蘇）：阿蘇公民分館（13:30～） 健康福祉課　保健指導班
母子健康手帳交付日：免田保健センター（9:00～9:20受付） 健康福祉課　保健指導班

20 水
相良三十三観音めぐり秋の一斉開帳（～26日）
育児相談：免田保健センター（9:30～11:30受付） 健康福祉課　保健指導班

21 木
秋の全国交通安全運動週間（～30日） 総務課　　　総務班
年金相談日：人吉総合病院　9:00～15:00（9:00～11:30／13:00～14:30受付） 町民課
健康あさぎり塾（寺池）：寺池公民分館（13:30～） 健康福祉課　保健指導班

22 金
健康あさぎり塾（古草城）：古草城公民分館（9:30～） 健康福祉課　保健指導班
健康あさぎり塾（明廿）：明廿公民分館（13:30～） 健康福祉課　保健指導班

23 土
秋分の日
谷水薬師大祭（秋の彼岸中日）

24 日
深田小中学校合同運動会 教育委員会　学校教育班

複合健診結果説明会：免田保健センター（午前の部）9:00～9:30受付
（午後の部）13:00～13:30受付 健康福祉課　保健指導班
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あさぎり町の人口
（８月１日現在）

総数：17,829人／世帯数：5,775世帯
男：8,430人／女：9,399人

●古紙配合率　100％

広
報

あ
さ
ぎ
り

編集後記
私の友人の知人が、町村合併した頃作った歌「あさぎり

町歌みたいなもの」が自主制作ＣＤになるらしい。♪朝、朝、

あ～さぎり町。（中略）霧がなくてもあ～さぎり町。今の

と～ころは○△■×～♪　絶対買うぞ！ところで、ある花

の咲く時期と、この号が発行される時期のズレから掲載で

きなかった写真がある。「リュウゼツラン」という、芽が

出てから40～100年たたないと花が咲かず、咲いたらすぐ

枯れるので生きている内にはもう見られない？そんな花が

深田地区にあるのです。まだ咲いてるかなあ。（ボ）

長い梅雨がやっと明け、本格的な夏がやってきました。

さて、今号はスポーツの話題を多くお届けしました。私も

数年前から悩まされている肩こりをなんとかしようと運動

を検討中です。しかし、子育てまっ最中の今、家事・育児・

仕事の合間にできるものをと思い、某●東家の裏技テレビ

番組で白鳥の踊りを踊ると解消されるといっていたので、

子どもと一緒に手をばたつかせています。６ｐに掲載して

いますふれあいスポーツクラブは自分の目的に応じて参加

できます。ぜひこの機会にご活用下さい！（千）

行政区紹介瀑

『植の里』
うえ　　　さと

「臼太鼓踊り」
撮影場所　白髪神社

第３回あさぎり町
写真コンテスト

イベントの部
　最優秀賞　磯闢一恒さん（熊本市）

　植の里地区は、植深田・上里両地区が行政区再編された地区で、植の里地区は、植深田・上里両地区が行政区再編された地区で、
世世帯数83世帯、人口269人（H18.8.1現在）の地区です。深田阿蘇
神神社や深田中学校、善正寺、①植深田観音堂や②深田高山運動公園
体育館など育館などがあります。

① 植深田観音堂
　町指定有形民俗文化財に指定されており、相良三十三

観音霊場二十番札所にあたります。もと慈眼庵という僧

坊と伝え、本尊は木造聖観音菩薩立像。平成９年の壁修

繕の折、明治22年の壁画がみつかり、その壁画の構図

から当時本尊は坐像の聖観音菩薩であったとみられます。

３月と９月のお彼岸には多くの参拝客で賑わいます。

② 深田高山運動公園体育館
バドミントンコート６面がとれる広さで、バレー

ボールやビーチボールバレーなど生涯スポーツの場

として多く利用されています。
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